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するそうです。興味深いのは、トカゲは高温（26℃以上）環

境下では免疫を獲得しウイルスは体内からなくなりますが、

低温（10℃）環境下では免疫が成立せず持続感染すること

です(7)。実際に、越冬トカゲからJEVが分離された例もありま

す。しかし、トカゲと豚を結びつけるには、コガタアカイエカ

がトカゲから吸血するなどの事実が必要です。コガタアカイ

エカは豚、牛、人、鳥類など温血動物を広く吸血源にして

いるようで、爬虫類・両生類の変温動物にはほとんど反応が

ないか、少数が蛇から吸血した(8)、程度の事実があるのみ

です。その程度ですので、トカゲが汚染源の可能性は高い

とは言えないと予想します。

鳥類とJEV
　類似ウイルスであるウェストナイルウイルスでは鳥と蚊の間

で感染環が維持されていることがわかっています。しかし残

念ながら、鳥類がJEVに感染し、汚染源になっているという

証拠はありません。

研究報告から学ぶこと
　あれこれ情報を並べましたが、結論は、JEV越冬の直接の

要因は未だ以て不明ということになります。ただし、養豚の

実務においては明快で、疑わしきは罰せよ！に徹するしか

ありません。すなわちワクチンによる予防です。以下にJEV

流行の特徴と対策の考え方を整理しておきます。

　現行のワクチンプログラムは、春（概ね４～５月）に１～２回

生又は/及び不活化ワクチンが接種されています（流行期

に合わせたプログラム）。ワクチン側からみれば、繁殖豚に

生ワクチンを１回しても60％弱しか陽転しない成績が得られ

ているので、特に未経産豚では１か月間隔で２回接種する

必要があります。抗体持続はそう長くはなく、せいぜい半年

くらいですので、春に接種しても秋には抗体は落ちてくると

考えておくべきでしょう。JEVの越冬や、実際に冬に発生し

た事例があることを考慮すると、秋口に追加接種をしておい

た方がベターです。このころに初交配を迎える未経産豚に

も忘れずにワクチン接種をしてください。

　もともとJEVワクチンの目的は、妊娠期間のJEV感染による

繁殖障害を予防することにありますので、プログラムとしては

交配前に接種することが理に適っているといえます（周産期

に合わせたプログラム）。ただ、毎週注射があるので面倒な

どのデメリットもあり、弊所でも強くは勧めてはいません。そう

いう方法があるということをお知りおきください。

　以上、今月は「JEVの越冬」について核心に迫ることがで

きませんでしたが、雑学知識の足し程度にでもなったら幸い

に存じます。
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候補豚で２回基礎免疫を賦与したのち、生又は不活化ワクチンで交配前に追加接種する。

接種が頻繁で面倒、小規模ではワクチンが余るなどデメリットがあるが、全季節で接種漏れの個体が少ない。

妊娠期間を重点的に防御できる。種雄豚は別プログラムで忘れずに接種する。
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種雄豚を含め全頭春に２回接種。秋季に流行が見られる場合は５～６か月後に生又は不活化ワクチンで追加接種。

接種作業が簡素化できるメリットがあるが、まだ流行期である秋に抗体が切れ、個体によっては追加注射による免疫

が間に合わない可能性がある。秋季初交配を迎える候補豚は忘れずに２回接種しておく。
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